

























 （https://www.kantei.go.jp/jp/98_abe/actions/202002/27corona.html　2020 年 9 月 7 日参照）
突然の「一斉休業要請」である。
翌 2 月 28 日，文部科学省（以下，文科省）は次官通知「新型コロナウイルス感染症対策のための小
学校，中学校，高等学校及び特別支援学校等における一斉臨時休業について」を出し，3 月 2 日から
春期休業開始までの期間，学校保健安全法に基づく休校措置を取ることを各教育委員会等に求めた。
この時期は全国的に新型コロナウイルス感染拡大が見られており，休校の議論も出されてはいたが，










多くの学校で新学期が始まる 4 月 10 日時点で，休校となっていた公立学校は全国で 64％であった
が，4 月 16 日に緊急事態宣言の対象が全国に拡大された後，再び休校する学校が増え，4 月 24 日に
は 93％となった。5 月 14 日の時点での文科省の調査では 86％であった。





以上のように，学校は年度末の 3 月からほとんど準備ができないまま休校となり，結果として 5 月
頃までその状態が続くことになる。この状況に学校がどのように対応したのか，教職員や子どもたち
は何を行い，何を感じ考えたのかを調べるために，中学校・高等学校で教員をしている昭和女子大学
の卒業生にアンケートを行った。対象は 2013 年 3 月～2020 年 3 月の卒業生として，該当者に個別に




　2013 年 3 月　　2　 　　　　2016 年 3 月　　5　 　　　　2019 年 3 月　　2
　2014 年 3 月　　0　 　　　　2017 年 3 月　　7　 　　　　2020 年 3 月　　2





















 　休校期間は概ね 3 月初めから 5 月末であった。最も多かったパターンは，3 月 1 日（日）／2 日
（月）～5 月 30 日（土）／31 日（日）であった。次に多かったのが 4 月 1 日（水）～5 月 29 日（金）
／31 日（日）であった。他には 3 月 4 日（水）～5 月 31 日（日），3 月 5 日（木）～6 月 8 日（月），
4 月 8 日（水）～5 月 31 日（日），4 月 9 日（木）～5 月 31 日（日）があった。
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けて，午前 3 時間，午後 3 時間ずつの交代で，授業が行われた」「部活動での遠征の範囲や活動の
制限，保護者の観戦制限，手洗い・検温・消毒の実施」などがあった。
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2020 年 12 月の時点で，中央教育審議会（中教審）初等中等教育分科会・新しい時代の初等中等教
育の在り方特別部会で「「令和の日本型学校教育」の構築を目指して―全ての子供たちの可能性を引
き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現―」が議論されている。これは文科省から中教審へ
の諮問「新しい時代の初等中等教育の在り方について」（2019 年 4 月 17 日）に対する答申作成のため












に，心からお礼を申し上げる。お願いをしたのは，2020 年 4 月から教員になった人から，教員歴 7
年の人たちまでであったが，回答の内容を通して，教員としての各々の成長ぶりを感じることができ
たことは，大変嬉しいことであった。皆さんの今後の活躍を心から願うものである。
 （ともの　きよふみ　　総合教育センター）
